

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































子 ( 展覧会役員 大橋満男氏：日中友好協
会事務局長、石川賢作氏：現日中友好協会
愛知県連合会長・当時展覧会宣伝部長、藤
井栄国貿促進協会事務局次長：展覧会業務
部長 ) の排除か展覧会の中止かと詰められ
ていたようだ。私は「展覧会の準備は基本
的に完了しているから、身を引きます。事
務所に帰って中国以外の業務をしていま
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す」と答えた。田中氏は「不本意だろうが、
そうしてくれ」ということで話はついたと
私は思った。しかし続けて国際貿易促進協
会から懲戒解雇を告げられた。敵に塩を送
る行為として、退職金どころか、失業保険
さえ取得できない措置をとってきた。妻子
を養うため、翌日からでも、私は働かねば
ならなかった。２～３の商社から来てほし
いと連絡があったが、私の解雇の原因から、
私が勤める会社は即時日中貿易停止に追い
込まれることが分かっていたので、感謝し
て御断りしなければならなかった。即売の
準備を一緒にやってきた商社の人達も、心
配して連絡してきたが、これも謝絶しなけ
ればならなかった。
　　※私に踏絵のような質問をした中国側の責任者は
　　　任健新氏で、のち中国の最高裁判所長官になっ
　　　た。日中共産党会談が行なわれ、両共産党の関
　　　係は修復した。その報告会が東京で行なわれて、
　　　私の所にも案内が来た。勇躍して私は参加した。
　　　会場に金丸先生と同級生の杉本君。３人で飲ん
　　　だビールの味は生涯残る味であった。３人一緒
　　　に写真を撮った。これも３人の記念すべき宝の
　　　写真である。
 文化革命の支持を表明した者は、支持が
本物か否かということで、次の闘争が要求
され、夫婦・親子・兄妹で批判しあい、闘
争することが求められ、日中関係から身を
引かざるをえなくなった例が少なくなかっ
た。逆に兄弟で文革万歳で国貿促に残った
ものの、義理の兄の２人と決別になった者
もいる。辛い思いをしたことだろう。
18．文化革命の結末
　文革は中国国内でも、完全否定され、と
ても「革命」に値しない騒動とされており、
批判を浴びた人々も名誉回復された。私達
のような日本人の名誉回復はなく、国交回
復後も、私は二度も渡航ビザの申請をした
が、二度共ビザは下りなかった。下りない
理由を尋ねたが、担当者は困惑した顔をし
たので、理由を察する事ができた。
　私は文革以前は毛沢東を非常に尊敬して
いた。中国国内では孫文も毛沢東と同様尊
敬されていた。その理由は好く分からな
かった。その後孫文の民国大統領就任の挨
拶を読んで、孫文の偉大さと毛沢東の卑劣
さを悟った。
　「専制政府既に倒れ、国内に変乱無く、
民国が世界に卓立し、列国の公認するとこ
ろに至れば、斯の時、文は当に、大統領の
職を解くべし、謹んで、ここに誓う」
　（辞任予告の就任誓詞であった。陳舜臣「青山一髪」
より）
　私は一旦日中関係から追放され、元の職
に復旧することはできなかったが、日中友
好の気持ちは、変わっていない。私が日中
関係で不当な目に遭って居る時、中国人民
も不幸であるだろうと思っていた。その通
りであった。
　文革万万歳で担ぎまわり、日本人に迫害
を仕掛けた若者がいた。彼は連合赤軍の一
人として仲間に総括（殺）された。その女
房は生まれた子供を放棄して、山の砦から
逃走した。
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